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環日本海域環境研究センター（これ以後，環
日センター）は，平成28年より「越境汚染
に伴う環境変動に関する国際共同研究拠点」
として文部科学省共同利用・共同研究拠点に
新規に認定されました。今後は国内外の研究
機関との連携を拡充し，越境汚染に関する国
際共同研究拠点を確立する必要があります。
そのため，これまで連携協力の実績のある大
学共同利用機関法人・人間文化研究機構の総
合地球環境学研究所と国立環境研究所と協議
し，共同研究の一層の進展を図るため，連携
の方向性を模索しました。その結果，総合地
球環境学研究所とは平成28年4月14日，
国立環境研究所とは7月26日に金沢大学で
連携・協力に関する協定を締結しました。
総合地球環境学研究所は，環境問題を地球全
体とそこに住む人類と生物全体の問題として
捉え，自然のなかの人間の問題を扱う環境学
を実践する研究所です。環日センターが行う
社会環境への影響評価等の実施には必要不可
欠な研究機関であり，環日センターの研究推
進に関係する項目で既に多くの連携活動を実
施しています。また，総合地球環境学研究所
は，国内外の研究機関とのネットワークを有
しているため，環日センターが目指す国際研
究拠点形成に寄与する情報・人材と連携する
ことが可能です。一方，総合地球環境学研究
所は，環日センターで実施している日本海を
含む縁辺海を対象とした海洋研究ネットワー
ク，大気観測ネットワーク，さらに能登半島
での統合環境研究との連携に新たな研究展開
を期待しています。
国立環境研究所は，幅広い環境研究に学際的
かつ総合的に取り組む我が国唯一の研究所で
あり，1974年の発足以来，様々な環境問題
の解決に資する重要な役割を果たしていま
す。当センターが目指す越境汚染に伴う複雑
な環境変動を解析するためには，多くの知見
を有する国立環境研究所との連携が必要不可
欠です。特に，国立環境研究所・地域環境研
究センターでは，東アジアを対象にした環境
研究を進めているため，環日センターが目指
す国際研究拠点形成に寄与する情報・人材と
連携することが可能となります。最近4年
間では，既に外部資金研究や共同研究として
の連携を進めています。なお，7月 26日の
締結式に続いて，キックオフミーティングが
開催され，学生・教職員ら約70名が参加し
ました。環日センターと国立環境研究所・地
域環境研究センターの環境問題に関する取り
組みや今後の連携の方向性について紹介され
ました。今後の更なる実質的な連携を模索す
るため，このような研究集会の開催や共同で
のフィールド調査を実施する予定です。
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